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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

個人情報保護管理委員会委員、衛生委員会委員、入学試験委員会委員、大学入試共通テスト実
施委員会委員、博物館委員会委員、実習室管理委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

動画配信型Web授業、対面授業の両方において、学生に毎回、授業改善コメントを求め、次回授
業へ活用した。

日本TFT協会 幹事(平成30年4月～)

　関西大学大学院 社会学研究科 博士課程後期課程 社会心理学専攻 所定単位修得後 退学

　修士（心理学）琉球大学

　産業・組織心理学(特に職場におけるメンタルヘルス、ストレス・マネジメント)

最終学歴

　【研究上の特記事項】
〔令和4年度奈良大学特別研究地域課題解決型プロジェクト共同研究〕「地域社会のメンタルヘル
ス向上に向けた実験的取り組み」研究代表者

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本心理学会、日本社会心理学会、日本・産業組織心理学会、日本グループ・ダイナミックス学
会

　TFT(Thought Field Therapy：思考場療法)の有効性に関する実証的・実践的研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

　・産業・組織心理学特論(前期)
　・社会心理学特論Ⅱ(後期)

授業科目

学部担当科目

　・産業・組織心理学(前期)
　・心理学研究法(前期)
　・社会心理学実験演習(共担)(前期)
　・応用社会心理学(後期)
　・心理学統計法Ⅰ(後期)
　・社会心理学演習(二)Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(前期・後期)
　・社会心理学基礎実習(共担)(前期・後期)
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心理学科の特徴を把握することを目的
に質問票調査を実施した。240名の回
答の量的データの結果から、「入学して
良かった」78.0%、「幅広く心理学科を

学べる」86.3%、「社会でも役立つ」

84.2%といずれも高いことなどが明らか
になった。

心理学科の特徴を把握することを目的
に質問票調査を実施した。240名の回

答の自由記述のデータをKJ法に基づ
き、「入学して良かった」こととして「見識
の広がり」、「教員の魅力」、「友人との
出会い」、「授業の魅力」などに分類さ
れた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①入学動機アンケートにみる心
理学科の特徴(1)量的データの
結果から

②入学動機アンケートにみる心
理学科の特徴(2)量的データの
結果から

（学会発表）

（その他）


